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問題解決学習で子どもを育てる

森 山 毅 一1)･山 根 栄
次2)

社会科から発展した総合的な学習として､小学校第4学年において｢ゴミの問題を考え

る｣というテーマで授業を実践した｡本研究は､問題解決学習によって､子どもの主体的

に学ぶ意欲と力を育て､学んだことが生活に生かされるようになったか､その有効性を探っ

たものである｡

キーワード:問題解決学習､総合的な学習､切実な問題､ゴミの減量

1 はじめに

社会科は､社会事象を追究していくときに必

要となる知識や技能を､多角的に取り入れてい

く総合学習の性格を持つものとして誕生した教

科である｡子どもが自ら問題を発見し､教科の

枠にとらわれず､見通しを持って調べ､考えて

いく活動こそ社会科が本来めざしてきたもので

ある｡

昭和22年に新設されたこのような社会科の

初志からすれば､総合的な学習と同じところを

めざしているといえる｡

ただ､社会科の内容は指導要領で決められて

いるが､総合的な学習の内容は指導要領には例

示としてしか挙がっていない｡あえて区別をす

るなら､社会科である単元を進めていて､指導

要領の内容に当てはまらないものは､すべて総

合的な学習として捉えればよいと考えている｡

そして､社会科でも総合的な学習でも大事に

したいことば､子どもたちに､問題解決学習を

経験させるということである｡

ここでいう問題解決学習とは､自分の願いを

もとにして問題意識を持って事象を捉えること

で見えてくる問題を､切実なものとして追究し

ていく学習のことである｡

問題解決学習では､すっきりとした解決や共

通の答えを得ることを目標としない｡他者と関

わり合いながら粘り強く追究をしていく中で､
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2) 三重大学教育学部

自分の考えが深まることが解決であり､自分な

りに考えつづけていく火種が残ることを重視する｡

そして､問題解決学習を経験させることで子

どもの主体的に学ぶ意欲や力を育て､学んだこ

とが生活に生かされるようにしたいと考えている｡

ここでは以上のような考え方に立ち､問題解

決学習で子どもを育てるということについて､

社会科から発展した総合的な学習｢ゴミの問題

を考える｣における実際の学習活動を中心に振

り返りながら考察したい｡

2 問題解決学習で子どもを育てるために

問題解決学習を経験させることで､子どもの

主体的に学ぶ意欲や力を育て､学んだことが生

活に生かされるようにするために､本単元では

次の2つのことを大切にした｡

① 子どもの願いや問題意識が単元の柱と

なるように目標や学習計画を立てる｡

② 子どもが切実な問題を持って追究を続

けていくように学習過程を工夫する｡

そして､本単元では､N子を中心に位置づけ

変化を見ていくことにした｡この子は､興味や

関心があることには意欲的に取り組むが､粘り

強さに欠ける子どもである｡また､授業中の発

言や休み時間の友だちとのやりとり､掃除の仕

方において､自己中JL､的な言動が多い子どもで

ある｡

そこで､この単元では､粘り強く追究を続け
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ることで自分の考えを深めさせたり､相手の立

場にたって物事を考えることの大切さを学ばせ

たりしたいと考えた｡

3 実際の学習活動とその考察

(1)子どもの願いや問題意識が単元の柱となる

ように目標や学習計画を立てる

子どもたちは､2学期に行った社会科の｢く

らしとゴミ｣という学習で､家庭や事業所から

出されたゴミがどのようにして処理されるのか

を調べる中で､ゴミを処理する人たちの苦労や

願いに気づくとともに､それらの人々の働きは､

衛生的な環境を維持するために必要であると考

えるようになった｡

また､ゴミを出すときのルールが守られてい

ないという問題を見っけ､そのことが原因で､

埋立処分場の寿命が短くなってしまうことや､

ゴミの資源化が進んでいないことにも気づいて

いった｡

さらに､様々な種類のゴミを大量に出すよう

になった自分たちの生活の在り方にも問題があ

ると考えるようになった｡

そして､ゴミの処理を改善するためには行政

や企業､市民の協力が必要であり､自分たちも

地域社会の一員として､少しでも改善するため

の活動に取り組みたいと考えるようになった｡

つまり､ゴミの学習を通して､次第にゴミが

持っ社会的な問題に気づき､解決していかなけ

ればならない実践的な課題として実感するよう

になったのである｡

社会科の学習内容が一通り終わった段階で､

子どもたちにこれから取り組んでいきたいこと

を聞いてみた｡

すると､次の3つが挙がってきた｡

① ゴミ出しのルールが守られていない集

積所を改善するための活動

② 自分の家から出るゴミを減らすための

活動

③ 歩道に落ちているゴミを拾う活動

N子は､社会科のゴミの学習を通して持っよ

うになった願いや問題意識をもとに､①や②の

活動に取り組みたいと言ってきた｡

③の活動は､学校前で歩道のボランティア活

動を熱心に続けていた子どたちが､ゴミの学習

とつなげて持っようになった願いや問題意識を

もとに言ってきたものである｡

そこで本単元では､子どもの願いや問題意識

が単元の柱となるように､以下のように目標と

学習計画を立てた｡

そして､ゴミを出すときのルールが特に守ら

れていない学校周辺の集積所や､歩道に落ちて

いるゴミが多い津駅周辺を取り上げ､調査､観

察活動を行うことで見えてくる問題を切実な問

題として捉え､その改善に向けて､自分には何

ができるかを考えたり､実際に行動したりする

活動に取り組ませることにした｡

また､自分たちのこれまでの生活を見直して､

ゴミの減量や資源化を図るための活動に取り組

ませるとともに､ゴミ処理先進国の取り組みに

ついて調べることで､今後､どのようにゴミの

問題を改善していけばよいか､行政や企業､市

民の取り組み方について自分の考えを深めさせ

ることにした｡

<目 標>

(彰 ゴミを出すときのルールが特に守られてい

ない集積所や落ちているゴミが多い歩道を､

衛生的な環境に改善したりゴミの減量や資源

化を図ったりするためのパトロール活動に取

り組むとともに､ゴミを大量に出す自分たち

のこれまでの生活を見直し､家から出るゴミ

を減らすための活動に取り組むようになる｡

② パトロール活動や家のゴミを減らす活動を続

けるとともに､その効果があがるように活動内

容を見直したり関係者に相談したりして自分に

できる新たな活動に取り組むようになる｡

③ ゴミの処理や歩道の美化が進んでいる諸外

国の体制や市民の意識について調べる中で､

今後､どのようにゴミの問題を改善していけ

ばよいか､行政や企業､市民の取り組み方に

ついて考えるようになる｡
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<学習計画(24時間)>

ゴミの問題を少しでも改善していこう｡(1)

ゴミの減量や資源化に協力したい｡

ゴミ処理をする人の苦労を減らしたい｡

ゴミ処理をする人のように､自分

たちも町をきれいにしていきたい｡

自分の家から出るゴミの

量を減らそう｡(6)

･自分だけの取り組みではゴ

ミは減らない｡(問題の成立)

J

･どうすれば家から出るゴ

ミを減らせるのか｡

J

･家族に協力してもらった

り､リサイクルの方法を

考えたりして取り組みた

い｡

J

･家から出るゴミを減らす

といっても､限界がある｡

ゴミを集積所に出すときのルー

ルを守ってもらおう｡(7)

ゴミの種分けをしたり､ポ

スターを貼ったりしても､

なかなかルールを守ってもら

えない｡(問題の成立)

J

どうすればゴミ出しのルー

ルを守ってもらえるよう

になるのか｡

J

ゴミ処理をする人たちの

苦労や､ゴミの減量や資

源化が進まないことを地

区の人に呼びかけたい｡

J

取り組んだことで､ルー

ルは少しずっ守ってもら

えるようになったけど､

ゴミの量はあまり変わっ

てない｡

ドイツのリサイクル率が高いわけを調べよう｡(2)

日本でも､ゴミ処理先進国のような取

り組みを進めてもらいたい｡

歩道に落ちているゴミを拾っ

てきれいにしよう｡(5)

･歩道のゴミを拾っても､ま

た落ちている｡(問題の成立)

J

･どうすればポイ捨てを減

らすことができるのか｡

J

･看板を立てたりチラシを

配ったりして､歩道を歩

く人に呼びかけたい｡

J

･歩行者に呼びかけても､な

かなか効果は表れてこない｡

J

シンガポールの歩道がきれいなわけを調べよう(2)

日本でも､シンガポールのような制度

を取り入れた方がよいのではないか｡

これからもゴミの問題を改善するための活動に取り組んでいこう｡(1)

･どうすれば､ゴミの問題を解決することができるのだろう｡

･一人一人のゴミに対する意識やゴミ処理の仕組みを変えていかないと解決でき

ない問題だ｡これからも取り組んでいこう｡

(2)子どもが切実な問題を持って追究を続けて

いくように学習過程を工夫する

子どもが､自分の願いを学習過程のある場面

で自覚し､それをもとにして物事を見ていこう

とする姿勢を､問題意識があると考えている｡

そして､問題意識を持って物事を見るから､自

分の願いと対立している事象として､願いの実

現を阻んでいる問題を捉えることができるとい

える｡

さらに､自分の願いと対立する事象が､深刻
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なものとして意識されることで､問題は切実な

ものとなり､その子の粘り強い追究が生み出さ

れていくと考えている｡

本単元では､子どもが切実な問題を持って追

究を続けていくように､問題の解決策を様々な

角度から吟味させたり､驚くような資料を提示

したり､問題を自分の問題として捉え直させた

りするようにした｡

① ゴミ出しのルールが守られていない集積所

を改善する活動における追究

まず､学校周辺や津駅周辺で､子どもたちか

ら挙がってきたルールが守られていない集積所

10カ所のパトロール活動を行い､集積所の様

子を確かめさせたり､ルールを守ってもらうた

めの活動に取り組ませたりした｡この活動をきっ

かけにして､それぞれの子どもが自分の気にな

る集積所で､取り組みの成果があるかを気に掛

け､パトロール活動を続けていくと考えたから

である｡また､何度取り組んでもルールが守ら

れない集積所の状態は､切実な問題として追究

させることができると考えた｡

N子は､ゴミ処理する人の苦労を減らすため

にルールを守ってほしいという願いを持ち､観

音寺橋下の集積所で活動に取り組んだ｡宿動の

内容としては､ゴミの種分けやペットボトルの

キャップを取る活動､友だちが作ったイエロー

カードを違反ゴミに貼るというものであった｡

また､時には､ルール違反のゴミを出しにきた

人に柱意することもあった｡

取り組みを始めて約1か月したところで､子

パトロール活動をする子どもたち
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どもたちに､ルールが特に守られていない集積

所を聞いてみた｡

すると､観音寺楕下の集穏所が挙がってきた｡

パトロール活動に取り組んできても､一向に改

善されない状態が続いていたし､収集車が行っ

た後でも､たくさんのゴミが残っていたり消火

器やガスボンベといった市では収集しない物も

出されていたりしたからである｡

そこで､思ったことを出し合わせると､N子

は授業の中で次のように言ってきた｡

私は､ルール違反をしてゴミを出しにき

た人に､ゴミを集める人が困るからルール

を守ってはしいと言っても文句を言われた

し､いろいろやってきたけどルールは全然

守られてないから､このままパトロールを

続けても､多分ルールは守ってもらえない

と思います｡

でも､ゴミが残ってないきれいな集積所

になってほしいから､何か違う方法を考え

ないといけないと思いました｡

この発言からは､ルールが守られていない集

積所の状態を､切実な問題として捉えているこ

とがわかる｡また､ルールを守ってほしいとい

う願いを持ち続け､何とかして解決したいとい

う意欲が伺える｡

観音寺橋Fの集積所のパトロール活動に熱心

に取り組んできた他の子どもたちからも､同じ

ような意見が出てきたので､次の授業では｢観

音寺橋下の集積所では､どうすればゴミ出しの

ルールが守ってもらえるようになるか｡｣とい

う学習問題で話し合わせた｡そして､解決策を

を出し合い､様々な角度から吟味させることで､

自分の考えを深めさせたいと考えた｡

子どもたちから出された解決策は､次の8つ

である｡

A.集積所には､カンとビンの札しかない

ので､他の種類の札を付け足す｡

B.今のポスターとは別に､ゴミ処理する

人の苦労やゴミの減量･資源化の大切さ
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を書いたポスターを貼る｡

C.ルール違反の種類によってイエローカー

ドの内容も変えて貼る｡

D.チラシを作って､ゴミを出す家に配る｡

E.収集する人に､本物のイエローカード

をどんどん貼ってもらう｡

F.隣の地区の人に､全てのゴミを自分た

ちの地区の集積所に出してもらう｡

G.集積所に鍵をつけてもらう｡

H.集積所の入れ物を､無くしてもらう｡

そして､様々な角度から吟味させるために､

｢この方法で､ルールは守ってもらえるように

なりますか｡｣と問うことで､それぞれの解決

策について次のような問題点が明らかになって

きた｡

<A.B.C.Dに対して>

自分の都合しか考えてない人には利き

日がない｡自分たちの活動にも限界があ

る｡

<Eに対して>

本物のイエローカードが貼られても､

収集日には持って行ってしまうので､ま

た違反ゴミが出る｡

<Fに対して>

観音寺橋下の地区の人にルールを守ら

ない人がいるから､結局､違反はなくな

らない｡

<Gに対して>

鍵をかけるようになると､集積所の外

にゴミを置いていく人が出てくる｡

<Hに対して>

入れ物には約50万円かかっているの

で無くしてもらうわけにはいかない｡

N子は最初､チラシを作って配るという考え

と､入れ物を無くしてもらうという考えを持っ

て授業に臨んだが､それらを出すことばなかっ

た｡

実際の発言は､Aの考えに対して､｢パトロー

ル活動で種分けをしてきたが､次の日になると

グチャグチャになっていたから､札を付けても

場所は守ってもらえないと思う｡｣という反論

と､Gの考えに対して､｢1月7日にパトロー

ルをしたとき､集積所の中がいっぱいでアルミ

サッシの枠が外に5､6枚出してあったから､

鍵を掛けると外に置いていく人が出てくると思

う｡｣という反論を出すだけであった｡

そして､その次の授業も同じ学習問題で話し

合わせたところ､N子は次のように言ってきた｡

(数字は授業記録の中の発言番号)

65 私も､チラシを作って1軒ずつ配ると

いう意見はいいと思います｡わけは､チ

ラシを配ったら､何かなと思って､読ん

でくれると思うし､それにチラシを配る

という活動は､まだやったことがなくて

効くのか効かないのか分からないから､

一度やってみたいです｡

108 私も教会の人に注意したんだけど､

(中略)次の日は燃やせるゴミの日だっ

たのに､持ってきたのは燃やせないゴミ

で､そうやってルール違反する人もいる

んだから､やっぱり自分たちの地区の集

積所に全部のゴミを出してもらうという

のをお願いしたいです｡

142 それで､外に置く人が出てきたら､

もう入れ物を無くしてもらった方がいい

と思います｡わけは､鍵をかけてもらっ

て､外に置かれたら意味がないし､入れ

物を無くせば､カラスにつつかれたりネ

コに荒らされたりしてグチャグチャになっ

たら､嫌だと思ってルールを守ってくれ

るようになると思うから､鍵を付けても

らって､もしダメだったら入れ物を無く

してもらえばいいと思います｡

65や108の発言からは､前時に反論が出て

いたにもかかわらず｢一度やってみたいです｡｣

｢お願いしたいです｡｣というように､活動に取

り組もうとする意欲が感じられる｡

また､142の発言は､鍵を付けてもらうとい

う解決策と､入れ物を無くしてもらうという解
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決策をっなげて考えを作ってきたといえる｡

このようなN子の発言を振り返ると､前時に

は､それぞれの解決策が様々な角度から吟味さ

れる中で､どうすればルールを守ってもらえる

ようになるか､この子なりにじっくりと考えて

いたのではないか｡そして､話し合いで得た多

くの事実や異なった考えを視野に入れることで､

次の時間に自分の解決策を､どんどん言ってき

たのではないかと思われる｡

その後､子どもたちは､自分がよいと考える

解決策にそれぞれ取り組んだ｡

N子は､自分の解決策をお願いする手紙を自

治会長さんに出した｡

また､チラシを作って観音寺橋下の集積所の

地区に配る活動に取り組んだ｡

立派なことは言っても､実行が伴わないこと

が多い子なのでJL､配していたが､最後までやり

遂げた｡さらに､安濃川土手周辺の地区にもチ

ラシを配る活動に取り組んでいることから､こ

の子なりによく活動を続けたと感じている｡

他にも､ゴミを処理する人の苦労を減らした

いという願いを持ってルールを守ってもらうた

めの活動を始めていることや､活動を続ける中

で｢ゴミを出す家にも事情があるから､当日の

朝にゴミを出せない家があっても仕方ない｡｣

と発言していることから､相手の立場にたって

物事も考えるようになってきたと思われる｡

2週間はどすると､集積所の様子も以前と比

べると､ゴミの種分けもできて､収集車が回っ

た後に残るゴミも減ってきたという報告がされ

るようになった｡しかし､N子は｢ゴミ出しの

ルールは少しずっ守られるようになってきたけ

ど､全体のゴミの量は減っていない｡｣という

発言をした｡このことは､ゴミを減らすという

視点から新たな問題を捉えているといえる｡

(2)自分の家から出るゴミを減らす活動におけ

る追究

まず､子どもたちには､自分の家から出るゴ

ミを減らすための方法を考えさせた｡そして､

実際に取り組んだことや､1週間に出たゴミの

量の増減を記録させ､授業で出し合わせた｡

そうすることで､ゴミが減らない状態を問題

として捉えさせたりゴミを減らすための新たな

方法を考えさせたりできると考えたからである｡

また､何度もこの活動に取り組めば､やがて
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はこれ以上ゴミを減らすことができないという

ことを切実な問題として捉えさせることができ

ると考えた｡

N子は､3回の取り組みの結果を､それぞれ

の授業で､次のように報告した｡

<1回目> 0.3kg滅

･御飯を残さずに食べた｡

･セロテープは失敗するとゴミになるので糊

を使った｡

<2回目> 3.4kg増

･こぼしたお茶を1枚のティッシュで拭いた｡

･小さな箱を捨てずに小物入れにした｡

･料理のとき､野菜を最後まで使ってもらっ

た｡

<3回目> 1.9kg減

･家族に呼びかけて御飯を残さないようにし

た｡

･節分でまいた豆を､犬に食べさせた｡

･ティッシュを使わずに雑巾を使うようにし

た｡

･ペットボトルや牛乳パックをスーパーのリ

サイクル箱に入れた｡

･家から出るゴミで､リサイクル品を作った｡

そして､2回目の報告で､取り組みを工夫し

たのに3.4kg増えてしまったことから､このこ

とを問題として捉えた｡

そこで､｢同じような取り組みをしているの

に､どうして減らない家があるのか｡｣という

課題で話し合わせると､｢家族の協力が足りな

いのではないか｡｣､｢ゴミの種類にあわせてリ

サイクル品を作ってないからではないか｣といっ

た､解決策につながる意見が出された｡

また､家から出るゴミを減らすためには､紙

類や生ゴミといった燃やせるゴミを減らすと効

果があることも確かめ､もう一度取り組むこと

になった｡

3回目の報告では､ゴミが減ったという子ど

もたちの方が多くなった｡N子の家でも､取り

組みの数を増やしたり新たな方法で取り組むこ

とでゴミは減った｡

また､N子はこの時期､リユース品作りに意

欲的に取り組んだ｡使った割り箸をためておい

て小物入れを作ったり､ダンボールと紙粘土で

写真立てを作ったり､ペットボトルを小さく切っ

てブレスレットを作ったりしては朝の会で報告

した｡リサイクル品作りに興味を持ったことも

あるが､どれも失敗を重ねながら時間を掛けて

作っていたことから､根気よく取り組む姿勢が

付いてきたといえる｡

それぞれの子どもが3回目の報告を出し合っ

た後は､｢これ以上ゴミを減らすことができる

か｡｣という課題で話し合わせた｡

そして､様々な方法に取り組んでいる者にとっ

ては､これ以上減らしにくいことが明らかになっ

たところで､以下のような日本とドイツのリサ

イクル率を示した表を見せ､思ったことを出し

合わせた｡

ドイツのリサイクル率は､日本の6倍以上も

ある｡このことを知れば､ドイツのゴミ処理の

体制や仕組みに興味を持ち､追究を進めること

で､ゴミを減らすための新たな解決策を作り出

す子どもが出てくると考えたからである｡

日本全体

津 市

ハイデルベルグ市

エアランゲン市

フライブルグ市

ドイツ全体

(平成8年)

(平成10年)

(平成7年)

(平成8年)

(平成8年)

(平成8年)

10.7%

8.7%

65.4%

75.1%

63.1%

60～70%

日本とドイツのゴミのリサイクル率

子どもたちは､ドイツのリサイクル率の高さ

に驚き､｢なぜ､こんなにリサイクル率が高い

のか｡｣｢ドイツでは､どんな取り組みをしてい

るのか｡｣といった疑問を中JL､に追究を進めて

いった｡

調べ活動が続く中､村崎は｢次期埋立処分場

が予定されていた白山町が白紙撤回をした｣と

いう新聞記事を報告した｡白銀環境清掃センター

の埋立はあと6年が限度であり､次の埋立処分

場が決まっても､施設を建設するには5～6年

かかることから､一刻の猶予も許されないとい
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うのである｡

N子は､このことを知った後､プリントに次

のように書いてきた｡

ゴミを捨てられる期間が､あと6年しか

ないと思うとこわいです｡もしも出せなく

なったら､どうなるのだろう｡

住民に引き続き理解を求めていくと書い

てあって､白LL岬Tの人には許可してもらい

たいけど､白山町に住んでいる人の気持ち

もわかるな｡

埋め立てられなくなると､本当にどうなっ

てしまうのだろう｡

このプリントからは､埋立処分場の寿命があ

と6年しかないことを､深刻な問題として捉え

ていることがわかる｡また､この子なりに白山

町に住んでいる人たちの立場も考えている様子 r

が伺える｡

その後､NTは､ドイツがゴミを減らしたり

資源化を進めたりした経緯を意欲的に追究して

いった｡

そして､以前はドイツでも日本と同じように

ゴミの問題が起きたことで､製造者が包装材を

回収してリサイクルする責任を負う法律が作ら

れたことや､製造者の代わりに包装材を回収･

リサイクルする会社(DSD杜)が設立され､

リサイクル率が飛躍的に伸びたことを明らかに

していった｡

また､授業の中で､ドイツでは､家庭から出

るゴミが有料であることや､ビンのデポジット

制が進んでいることなどが明らかになり､｢日

本でも､ドイツの取り組みを1つでも真似した

らリサイクル率が高くなるかもしれない｡｣と

発言している｡

このようにN7ほ､追究を進める中で､これ

以上ゴミを減らすための解決策が見つからない

という問題や､次期埋立処分場建設のめどが立

たなくなってしまったという問題が､切実なも

のとなることで､ゴミの減量を進めたいという

願いを持ちながら､粘り強く追究していったと

いえる｡

さらに､家から出るゴミを減らすために､食

べ残しをしないようにしたり､ティッシュやノー

トなど紙の無駄づかいをしないようにしたりす

る取り組みは続けられていることから､学んだ

ことが生活に生かされるようになってきたとい

える｡

(3)歩道に落ちているゴミを拾う活動における

追究

まず､歩道に落ちているゴミが多い場所を予

想させた後､全員で､津駅東口や学校周辺の歩

道でゴミを拾う活動を行った｡

ニ…心i;小一

悩:

津駅周辺でゴミ拾いをする子どもたち

結果は､津駅東口周辺が2,150個､学校周辺

がl,421個であった｡

そして､思ったことを山し合った授業では､

｢今まで道を歩いていたが､こんなにたくさん

のゴミが落ちているとは思わなかった｡｣とい

う意見や､｢もっと歩道のゴミ拾いをして､減

らしていきたい｡｣という願いが多くの子ども

たちから出された｡

N子は､この学習をきっかけにして､下校の

途中､自主的にゴミを拾う活動に取り組んだ｡

3回の取り組みであったが､740個のゴミを拾っ

ている｡そして､プリントにほ｢タバコがいっ

も多いので､大人はいい加減にしてほLいです｡｣

という感想を書いてきた｡

長続きほしなかったが､この子なりに問題意

識を持って取り組むことで､タバコの吸殻のポ

イ捨てが多いという状況に問題を感じていると

いえる｡
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取り組みが始まって1か月ほどすると､学校

の行き帰りに歩道に落ちているゴミを拾う子ど

もはたくさん出てきたが､校舎内に落ちている

ゴミを拾わない子どももいることが気になった｡

そこで､学校に落ちているゴミを拾う活動に

も一斉に取り組ませた｡歩道では落ちているゴ

ミを拾う活動をしているのに､学校の中では拾っ

てないという矛盾を､自分の問題として捉えさ

せようと考えたからである｡

何人かの子どもは活動が終わった後の話し合

いで自分の行動に矛盾を感じ､学校の中でもゴ

ミが拾えるようになりたいと発言したが､N子

は｢私は気がついたときは､拾っている｡｣と

言って自分の問題とはしなかった｡

その後､もう一度､学校周辺の歩道でゴミを

拾う活動を行った｡結果は2,087個と､前回の

調査より666個増えた｡

子どもたちは､このような状況を問題として

捉え､いくつかの解決策を出してきた｡N子も､

ゴミ箱を置くことや看板を立てることなどの解

決策を出してきた｡

しかし､シンガポールに行ったことがあるK

子から､｢ゴミのポイ捨てをすると罰金がある

らしくて､歩道はすごくきれいだった｡｣とい

う発言が出たことで､子どもたちの関心はシン

ガポールの制度に向いていった｡

そして､調べ活動によって､罰金の他にもポ

イ捨てをして2回以上有罪になると､CWOと

いう清掃活動をさせられることや､日本でもい

ろいろな地域でゴミのポイ捨て禁止条例が出て

いて､罰金の制度もあることを明らかにしていっ

た｡

(4)ゴミの問題を解決するための方法を話し合

う活動における追究

単元の最後には､｢どうすれば､ゴミの問題

を解決することができるのか｡｣という課題で

話し合わせた｡

N子は､今まで追究してきたことをもとに､

ゴミ出しのルールを守ってもらうためには､ゴ

ミ袋に名前を書いたりルール違反をしたときに

は罰金にしたりするという考えを言ってきた｡

また､ゴミを減らすためには､容器包装リサ

イクル法で製造者がリサイクルできる物を作っ

たり包装材を減らすようになってから､一般ゴ

ミの有料化を進めた方がよいと言ってきた｡

さらに､歩道に落ちているゴミを減らすため

には､罰金の制度をもっと広めたり何度も捕まっ

た人はシンガポールのように清掃活動をさせた

りすると言ってきた｡

そこで､他の子どもたちからも一通りの考え

が出てきたところで､｢これらの方法で､本当

にゴミの問題は解決しますか｡｣と聞いた｡ど

のような取り組みをしても､人間が生きている

限りゴミは何らかの形で出されることに気づか

せ､解決できない難しい問題であることを捉え

させようと考えたからである｡

話し合いが進む中で､N子や他の子どもたち

は､ゴミを減らすことはできても､無くすこと

はできないという深刻な問題に気づき｢解決で

きない｡｣と言ってきた｡

そして､数分間､沈黙が続いた後､F子が､

｢解決できないかもしれないけど､みんなで協

力して､解決に近づきたい｡｣と言ってきた｡

その後､他の子どもたちも同じような意見を出

してきたところで授業を終えた｡

話し合いの後に書かせたプリントにN子は､

次のように書いてきた｡

ゴミの問題は､完ぺきには解決できない

けど､私たちがもう無理だと思ってあきら

めのじゃなくて､解決の近いところまでは

がんばらないといけないなと思いました｡

今､ここで活動をやめると､ゴミの問題

は増えていくので､これからも続けて減ら

していきたいと思いました｡

初めは､ゴミ問題って自分には関係のな

いことだと思っていたけど､この勉強で､

自分のくらしにもとても関係がある問題だ

と考えるようになりました｡

このプリントからは､F子の発言に影響を受

けたこともあるが､自分なりにゴミが持っ深刻

な問題に立ち向かっていこうとする意欲が感じ
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られる｡

また､他者と関わりながら粘り強く追究を続

けるうちに､ゴミの問題は自分の生活にも関係

が深い問題として捉えるようになったことから

この子の考えが深まった状態にあるといえる｡

さらに､ゴミの学習を振り返る作文では､今

も気になっていることとして､まだ観音寺橋下

の集積所ではルールがしっかり守られてないこ

とや､日本のリサイクル率がまだまだ低いこと､

埋立処分場があと6年しか持たないことを挙げ

ている｡

これらのことば､今後も自分なりにゴミの問

題を考えていこうとする火種を残しているとい

えよう｡

4 まとめ

この単元ではN子を中心に位置づけてきたが､

他の子どもたちにも様々な変化が見られた｡

例えば､粘り強さに欠けるという点でN子と

同じような傾向があった0男は､自分の家の近

くにある集積所のルールが守られていないこと

を問題として捉え､ルールを守ってもらう活動

に取り組んだ｡

しかし､パトロール活動で､自分の家が出し

たルール違反のゴミを見つけることで､そのこ

とを切実な問題として捉えるようになった｡そ

して､ルールを守ってほしいという内容のポス

ターを作って､まず､家の台所に貼ったのであ

る｡その後､自分の家がルールを守れるように

なったら､集積所にポスターを貼るということ

であった｡

逆に､粘り強さはあるが､主体的に活動を進

めていくことができないという点で気になって

いたⅠ子は､ルールが守られていない集積所の

パトロールを毎日続け､ルールを守ってはしい

という願いから､自分からイエローカードを違

反ゴミに貼ったり､ポスターを作って集積所に

貼ったりするようになった｡

また､食べ物の好き嫌いが多かったS男は､

埋立処分場があと6年しかもたないことを切実

な問題として捉え､いっも残していた給食を全

部食べるようになったし､物を大切にしない傾

向があったM男は､何かをこぼしたときティッ

シュを使わずに雑巾で拭いたりノートの節約を

したりするようになった｡

そして､3カ月の間に､子どもたちのパトロー

ル回数は延べ631回にのぼり､ゴミを減らすた

めに作ったリユース品の数は58点となったま

た､登下校の途中に歩道に落ちているゴミを拾っ

た数は､9,177個であった｡

以上のような子どもの姿からすると､願いや

問題意識を単元の柱として学習計画を立てるこ

とや､切実な問題を持って追究を続けていくよ

うに､解決策を様々な角度から吟味させたり､

驚くような資料を提示したり､自分の問題とし

て捉え直させたりすることは､子どもの主体的

に学ぶ意欲や力を育て､学んだことが生活に生

かされるようになるためには有効であったとい

える｡

また､本単元の切り込み口は､環境学習であ

るが､ボランティア活動としての福祉学習や､

国際理解学習の内容なども含む展開となり､追

究が続いていくといろいろな学習につながって

いくことがはっきりした｡今後は､総合的な学

習内容の例示として挙がっていない何かから､

問題解決学習を通して子どもを育てていく実践

を考えていきたい｡

注 記

本論文は､山根栄次が研究代表の｢社会科学

習と総合的な学習の連携の可能性｣という研究

テーマの成果の一部として報告したものである｡
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